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会長挨拶

司会：岡　良森君　指揮：山口辰哉君

勝又君、小島君、杉山（隆）君、土屋君、仲原君、原君、

望月君、山口（雅）君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２２/３５　 　　　　６２．８６%　　　　２９/３５　　 　　　８２．８６%

２９/３７　　 　　　７８．３８%　　　　　　　　  　　　　　３８名

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ

三

会員誕生日

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ
杉山順一君：鮎を太田先生にもらいました。八景園からイ

ロリをもらいました。イロリで鮎の塩焼きをします。小さいの

はフライで食べました。最高です。またください。お願いし

ます。今日卓話です。

山田定男君：本日、杉山順一君の卓話を楽しみにしてい

ましたが、急用が入ってしまいました。残念です。スマイル

＆ペナルティをいたします。今年度も残りわずかとなりました。

よろしくお願いします。

篠木喜世君：みなさまのお話をいつも楽しくうかがっており

ますが、本日は残念ながら早退させていただきます。

スマイルボックス

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

　皆さんこんにちは、本日は静岡第２分区小野ｶﾞﾊﾞﾅｰ補

佐と芹沢事務局が今年度最後の公式訪問で、我がクラ

ブにｹﾞｽﾄとして挨拶にみえました。ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐の話しの

中に第２分区は、７ｸﾗﾌﾞあり、各ｸﾗﾌﾞ年４回、計２８回訪問

され、残すところあと３ｸﾗﾌﾞで、全てが終了するそうです。

小野ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐の、年度に向けて補佐の責務としまして、

岡本ｶﾞﾊﾞﾅｰの「地区運営方針」「地区目標」を各クラブ

にご理解を頂くためには、地区の方針とクラブ間の温度差

を埋める事と言っておりました。私もクラブの会長として小

野ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐に助けられてここまでやってこられました

事に感謝申し上げます。また、ｶﾞﾊﾞﾅｰを事務局として手

助けされた芹沢さんにも感謝とお礼を申しあげます。

　今、ネット悪用、情報を盗むｻｲﾊﾞｰ攻撃が世間を騒が

せています。新聞記事にのっていましたので紹介します。

年金を支払う仕事をする組織のｺﾝﾋﾟュｰﾀｰがｻｲﾊﾞｰ攻

撃され、大勢の名前などがもれてしまいました。ｻｲﾊﾞｰ攻

撃は、何者かがｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどを悪用し、役所や会社の

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに入っている大事な情報を盗んだり、書き換え

て混乱させたりすることです。世界中で起きていて、日本

でも大会社や政府の情報が狙われた事があります。もし

攻撃で発電所や交通が止められると、大変な騒ぎになる

心配もあり、対策のため法律が出来ました。ｻｲﾊﾞｰ攻撃

で多いのは、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰを思い通りに動かすｳｲﾙｽを電

子ﾒｰﾙに入れ、狙う相手のﾊﾟｿｺﾝにおくり、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

から情報が漏れるようにするといったやり方です。便利な

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰも、使い方によって混乱の元になります。少し

でもおかしいと感じたらﾒｰﾙを開かないなど、日頃の注意

が必要です。ﾊﾟｿｺﾝも非常に便利ですが、一歩間違えば

情報がもれ大変な事になります。私はﾊﾟｿｺﾝの事は余り

解りませんが使用される方は、充分気をつけて使用して

下さい。

幹事報告

ゴルフ同好会

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

小野　靖ガバナー補佐・裾野ＲＣ）

芹澤　豊君（ガバナー補佐事務局・裾野ＲＣ）

入会記念日

幹事　小林　勝君

山本良一君：新年度スタートです。新米の山本と加藤幹

事ですので間違いが多々あると思います。よろしくお願い

いたします。

米山晴敏君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。頑張って下さい。

兼子悦三君：今日から山本年度、また、今年は創立25周

年の年でもあり、忙しいと思いますが、頑張って下さい。

片野誠一君：新年度も宜しくお願いいたします。

中村　徹君：山本、加藤年度が始まりました。創立25周年

記念式典に向け、1年間よろしくお願いします。頑張って

下さい。

太田政人君：山本新会長、いよいよスタートしましたね。1

年もたてば今の私の心境になれます。ガンバッテ下さい。

矢岸貞夫君：いよいよ今日から新年度が始まります。山本

会長、加藤幹事、頑張って下さい。会員全員で応援します。

宮澤正昭君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。

石井邦夫君：山本会長、加藤幹事、本日より一年間頑張

って下さい。期待しております。

杉山　隆君：新年度スタートです。1年間よろしくお願いい

たします。

石井和郎君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

い致します。

久保栄子君：山本会長、加藤幹事、皆様、本年度もよろ

しくお願い致します。

服部光弥君：新年度、初心にもどり気持ちを改めがんばり

ます。山本年度こそは赤タスキと念じていましたが・・。や

っぱり青タスキでした。岡さん、小島君、赤がとってもおに

スマイルボックス

４月７日　　仲原実圭君

４月28日　　遠藤修弘君

４月29日　　石井邦夫君

入会記念日

会員誕生日

鈴木真知子君：5/10、義母が94歳で亡くなり告別式で家族

会に出席できず残念でした。中伊豆ワイナリーのおみやげを

いただきありがとうございました。感謝申し上げます。

大房正治君：先日の選挙で皆様のお陰をもちまして当選す

る事が出来ました。ありがとうございました。市の為に汗をか

きます！

矢岸貞夫君：5/10新緑の中で「春の家族会」楽しい1日でした。

母の日にちなんだ各家庭への感謝のワインプレゼント。親睦

委員長はじめ委員の皆様ありがとうございました。

遠藤修宏君：先週の家族会、皆様のご協力をいただいて事

故やけがもなく無事終る事ができました。ありがとうございまし

た。元気が良すぎて会場暑すぎましたが勘弁してください。

杉山順一君：本日のスマイルで9000円です。原兄多は途中

入会でスマイル免除なので一番下っ端ですが、なんとか先

輩方のスマイルに追いつこうと頑張りました。先輩方のスマイ

ルは流石ですね。後１回頑張ります。

服部光弥君：５月１０日の家族会、皆様ありがとうございました。

担当の遠藤君、お疲れ様でした。

杉山　隆君：仕事とはいえ休会つづきました。すみません。又、

頑張ります。

石井邦夫君：親睦委員会の皆様大変ご苦労様でした。家族

全員自然の中で大いに楽しむことが出来ました。滅多に家

族で出かける機会もないので非常に有意義な１日でした。あ

りがとうございました。

石井司人君：７日より６泊７日でオランダ・ベルギー・パリの視

察旅行に行ってまいりました。実はベルギーのイープルという

街に100年間続いている猫祭りがあり町長以下21名でカーニ

バルの参加も含め友好を深めてまいりました。猫を通じて姉

妹都市を結びたい意向がある為に。

中村　徹君：根津先生の葬儀、皆様お疲れ様でした。函南

町で産婦人科開業している山口先生が今朝交通事故で手

術を受けられたと事務長さんから電話をもらいました。他人

事ではない思いでいます。皆様も体には気を付けてください。

石井和郎君：親睦さん、家族会ご苦労様でした。大変楽しか

ったです。

米山晴敏君：暑いですね。昨日ゴルフに行って来ました。つ

かれました。

スマイルボックス

今日の料理

今日の料理

平成２７年４月３日�金曜日�  19時30分�より

ブケ東海三島     

出席者�  矢岸貞夫　鈴木政則　石井邦夫　山本良一　

　　　　　　土屋　巧　山田定男　服部光弥　山口雅弘　

　　　　　　　中村　徹

司会者� 石井邦夫   �  

①親睦委員長より5月10日の家族会の件

　なるべく参加費を安く設定しますので多くのご家族の参

　加を希望します。

第10回理事役員会報告



卓話

幹事　石井司人君

ＳＡＡ委員会

出席委員会

フィジー第3の島、タベウニ島。豊かな風土に恵まれ、

美しい夕暮れや滝が有名なこの島は、通称「garden island」

（庭園の島）とも呼ばれています。島には多くの観光客

が訪れますが、地元の人たちは観光客との交流を除

いては、ほとんど外部との接触なく生活しています。主

な雇用主は政府で、そのほかの仕事は農業がほとん

どです。島で学校に通う学生のうち、高校を卒業する

のは30％、大学に進学するのは10％に留まっています。

また、住民は、貧困と不十分なインフラにより、現代の

テクノロジーを十分に利用することができません。

タベウニ島のブカレブ高校に通う17歳、アセナカ・セ

パさんは看護師になることを夢見ており、彼女のクラス

メート、ライセニア・キディアさんは、海洋生物学を学

びたいと考えています。そこで生徒たちがもっとテクノ

ロジーを学んで活用し、大学へ進学したり、就職できる

よう、タベウニ・ロータリークラブが立ち上がりました。

「コンピューターのスキルをしっかりと身につけて、社会

に出てもらいたい」と話すのは、同クラブ会員のジョフリ

ー・エイモスさん。オークランド技術大学、ニューマー

ケット・ロータリークラブ、ボタニーイースト・タマキ・ロー

タリークラブ、エラースリー・サンライズ・ロータリークラ

ブ（ニュージーランド）と協力し、タベウニ島のロータリ

アンは、ブカレブ高校とニウサワ・メソジスト高校に70

台のタブレット端末を寄贈するプロジェクトを実施しま

した。第9920、9970地区からの資金提供、さらにロータ

リー財団からのマッチング・グラントも受けたプロジェク

トです。

タブレット端末の使い方について研修を担当したのは、

カナダ出身で、ニュージーランドへ留学経験のあるロ

ータリー奨学生、ケルシー・コックスさんです。「この小

さな端末から、かなりの情報を得ることができるので、

教室の外に広がる広い世界について学ぶのに最適です」

とコックスさんは話します。

使い方の研修では、アプリを通じて細胞の構成につい

て学んだ生徒たち。「これだけコンパクトな端末から教

科書100冊以上の情報に手軽にアクセスできます。実

際に画像を見ながら学ぶことができたので、細胞がど

のようにつくられているのか知ることができました」とセ

パさん。キディアさんも、タブレットを使って学ぶことに

よって、大学進学への準備ができると期待を膨らませ

ます。

寄贈されたタブレットには、事前にさまざまな教育関係

のアプリがダウンロードされているだけでなく、歌を録

音したり、ビデオを撮影できる機能が備わっています。

これらの機能を使ってフィジーでの生活や文化を紹介

するビデオを作成するのも目的の一つです。

このプロジェクトの目的について、「地域社会の将来を

より良いものとするために、どんなことができるかを地元

の人たち自身が考える応援をすること」と話すコックス

さん。より良い地域社会への変化はすでに始まってい

ます。エイモスさんによれば、2014年のテストで、生徒

たちはすでに以前よりも高い成績を収めているとのこと。

コンピューターのスキルも高まっているため、大学への

進学、就職の可能性もさらに広がっています。

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

タブレット端末を利用した教育支援

平成２７年６月５日�金曜日�  19時30分�より

ブケ東海三島     

出席者�  矢岸貞夫　小林　勝　鈴木政則　石井邦夫

　　　　　　山本良一　　米山晴敏　山田定男　小島　真

　　　　　　中村　徹

司会者� 小林　勝   �  

①望月保延会員退会の件。

第１２回理事役員会報告

生年月日：昭和49年９月５日

職業分類：行政書士

代表事業所：原行政書士事務所

役職：代表

　　　　　　　　

原　兄多（はら　けいた）君

入会おめでとう
前略…

わたしたちあわれな人類は、どんな未来を選ぶべきなの

でしょうか、世界の代表者が心ひとつに話し合おうとして

います。この姿はこのままではいけない、何とかしないとい

けないと、みんなが強く思っていることの表れです。しかし

ながら、声を大にしていくつか質問することをおゆるしくだ

さい。きょうの午後ここでずっと話されていたことは、人類

がこのさき、地球の自然と調和をしながら生きていくには

どうしたらよいのか、そして世界から貧しさをなくすにはどう

したらよいかということでした。しかしいっぽうで、わたした

ちの頭には何がうかんでいるでしょう。もっと豊かになって、

ほしいものがどんどん手に入れる、裕福な社会を望んで

いるのではないでしょうか？

略…70億や80億の人類が、いままでぜいたくの限りをつく

してきた西洋社会と同じように、ものを買ったり、無駄使い

したりできると思いますか。その原料が、いまのこの世界

にあるとおもいますか。

略…いまの文明は、わたしたちがつくったものです。わた

したちは、もっと便利でもっとよいものを手に入れようと、さ

まざまなものをつくってきました。おかげで、世の中はおど

ろくほど発展しました。しかしそれによって、ものをたくさん

つくって売ってお金をもうけ、もうけたお金でほしいものを

買い、さらにもっとたくさんほしくなってもっと手に入れようと

する、そんな社会を生み出しました。いまや、ものを売り買

いする場所は世界に広がりました。わたしたちは、できる

だけ安くつくって、できるだけ高く売るために、どの国のど

この人々を利用したらいいだろうかと、世界を眺めるよう

になりました。そんなしくみを、わたしたちはうまく使いこな

しているでしょうか。それとも、そんなしくみにおどらされて

いるのでしょうか。人はより豊かになるために、情けようしゃ

のない競争をくりひろげる世界にいながら、「心をひとつに、

みんないっしょに」などという話しができるのでしょうか。だ

れもが持っているはずの、家族や友人や他人を思いやる

気持ちは、どこにいってしまったのでしょうか。こんな会議

をしても無駄だと言いたいのではありません。むしをその

反対です。わたしたちが挑戦しなくてはならない壁は、と

てつもなく巨大です。目の前にある危機は地球環境の危

機ではなく、わたしたちの生き方の危機です。人間は、今

や自分たちが生きるためにつくった仕組みをうまくつかい

こなすことができず、むしろその仕組みによって危機にお

ちいったのです。

　人の命についてはどうでしょか。素直に考えてみましょう。

わたしたちは発展するためにこの世に生まれて来たので

はありません。この惑星に、幸せになろうと思って生まれ

てきたのです。人生は短く、あっというまです。そして、命

よりも大切なものはありません。命は基本的なものです。し

かし、必要以上にものを手に入れようと働きづめに働いた

ために、早々に命がつきてしまったら？あくことなくものを

手に入れ、ものを作り続けることが、今の社会を動かして

います。もしこの動きがストップしたら、明らかにお金の流

れはストップします。お金の流れがストップしたら、不景気

という妖怪がひとりひとりをおそうでしょう。しかし世界をお

そっているのは、じつは欲深さの妖怪なのです。この欲深

さを満足させるためには、悪いものをつくらなくてはなりま

せん。たくさん売らなくてはならないからです。…略

委員長　米山晴敏君

杉山順一君

今日の料理

　さっきからわたしが、「生き方が危機におちいっている」と

言っているは、こうしたことです。いままでとは違った文明を

つくるために、戦い始める必要があるのです。人類が洞穴

に住んでいた時代の生活にもどろう、と提案しているもので

はありません。時代を逆戻りさせる道具をもとうと言っている

ものでもありません。そうではなくて、いまの生き方をずるず

る続けてはいけない、もっとよい生き方をみつけなといけな

いと言いたいです。わたしたちの生き方がこのままでよいの

か、考え直さなければいけない。そう言いたいのです。

　古代の賢人エピクロスやセネカ、そしてアイマラ民族は、

つぎのように言いました。「貧乏とは、少ししか持っていない

ことではなく、かぎりなく多くを必要とし、もっともっととほしが

ることである」この言葉は、人間にとって何が大切かを教え

ています。わたしは、この会議で皆さんが努力し、意見をま

とめようとしておられることに敬意を表したいと思っています。

でも、いまお話ししたことのいくつかには、皆さんには頭にく

るでしょう。しかし、しらなくてはなりません。水不足や環境

の悪化が、いまある危機の原因ではないのです。ほんとう

の原因は、わたしたちがめざしてきた幸せの中身にあるの

です。見直さなくてはならないのは、わたしたち自身の生き

方なのです。…略

　むかしわが国の労働者は、長い時間働かされていました。

しかし8時間働けば良いと認めさせるため、国や社会を相

手に懸命戦いました。そしていま6時間働くだけでよいこと

になりました。しかし、6時間働いている人は、もう一つの仕

事しています。つまり前よりも働いているというわけです。そ

れはなぜでしょうか。なぜなら、買った品物のローンを払わ

ないといけないからです。買ったバイクや買った車のロー

ンを、払って、払って、払って、気が付けば私のようなリウ

マチ持ちの老人になり、人生が終わっていくのです。そし

てひとりがこんなといかけをするでしょう。「これが人生のた

どり着いた先なにか」と。

　わたしが話していることは、とてもシンプルなことです。　

社会が発展することが、幸福をそこなうものであってはなり

ません。発展とは、人間の幸せの味方でなくてはならない

のです。

　人と人とが幸せな関係を結ぶこと、

　子供を育てること、

　友人をもつこと、

　地球上に愛があること―

　こうしたものは、人間が生きるためにぎりぎり必要な土台

です。発展は、これらをつくることの味方でなくてはならない。

なぜなら、幸せこそがもっとも大切な宝だからです。人類が

幸福であってこそ、よりよい生活ができるのです。わたした

ちがよりよい生活をするために戦うとき、これを覚えておか

「世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ」


